
 

令和 7 年度 教職課程自己点検評価報告書 

                      保育・教職課程委員長 丹生 裕一 

 

１ 令和 7 年度教職課程自己点検・評価 

  本年度も昨年度（令和 6 年度）の課題を踏まえ，その改善に取り組んだ。本年度の取組と  

新たな課題について報告する。 

 

２ 就実大学 教職課程認定学部・学科一覧 

  令和 7 年度の学部改組により，養護教諭一種免許状の課程を有していた教育心理学科が教   

育学部から心理学部へ移設され、本学の教職課程認定学部・学科以下のようになった。 

・人文科学部（表現文化学科，実践英語学科，総合歴史学科） 

・教育学部（教育学科） 

・心理学部（心理学科） 

・大学院（人文科学研究科，教育学研究科）  

 

３ 令和 6 年度教職課程自己点検・評価による基準領域ごとの課題 

自己点検評価内容 課 題 

【基準領域１】 

教職課程に関わる教職員の共通

理解に基づく協働的な取り組み 

〇小部会による教職員同士の共通理解、及び人文科学

部と教育学部の協働体制の強化 

〇教職履修カルテ電子化の実現 

【基準領域２】  

学生の確保・育成・キャリア支援 

〇二種免許状取得のための支援体制の強化 

〇1 年次・2 年次生の教職への意識向上のための模擬試

験の有効活用 

【基準領域３】  

適切な教職課程カリキュラム 

〇FD 研修会，SD 研修会を実施（継続）  

〇教員採用選考試験早期化に伴うカリキュラムの検討

（継続） 

  

４ 課題に対する本年度（令和 7 年度）の取組 

 【基準領域１】 

 ≪取組≫・小部会による教職員同士の共通理解、及び人文科学部と教育学部の協働体制を強   

      化する。 

・教職履修カルテ電子化の実現に向けた取組を推進する。 

 〇内容 

  ・次のような小部会の実施において、人文科学部、教育学部の双方から代表の委員が参加

して共通理解、協働体制の強化を図った。 

［６月 17 日］予防接種を受けていない学生への対応（資料 1-1） 



 

［６月 19 日］二種免許取得のための「履修の手引き」の作成（資料 1-2） 

［10 月 17 日］教職履修カルテ電子化についての再検討（資料 2-1） 

［１月６日］「子ども性暴力防止法」に関する周知のための HP 掲載文言検討（資料 3） 

  ・教職履修カルテ電子化については、第２回保育・教職委員会にて担当委員より「WebClass 

に Campusplan の成績を流し込むと履修中の科目が反映されない」という問題が報告

され、電子化について再検討することとなった。（資料 1-3）その後、小部会を経て第６

回保育・教職課程委員会にて、電子化の過程で複数の問題点が顕在化したためこれを一

旦停止することとした。（資料 2-2） 

  

【基準領域２】 

 ≪取組≫・二種免許状取得のための、周知及び希望者の把握を含む支援体制を強化する。 

・1 年次・2 年次生の教職への意識向上のために模擬試験を有効活用する。 

 〇内容 

  ・二種免許状取得のための他学部・他学科履修について次のような段階を踏んだ。 

［６月 19 日実施］「履修の手引き」の作成に関する小部会を開催した。（再掲） 

［７月 29 日実施］第２回保育・教職課程委員会において、二種免許取得のための他学

部・他学科履修の詳細について教務課からの報告があり、全体で確認

した。（資料 1-4） 

［９月９日］第３・４回保育・教職委員会において８月中に校正をした「履修の手引き」    

が配布され、内容を一部を修正した。（資料 4-1） 

［９月 22 日］二種免許状取得を目指す学生のための他学部・他学科履修説明会を開催

した。表現文化学科３名、実践英語学科１名、教育学科 11 名の学生の申

し込みがあった。（資料 4-2） 

   ・人文科学部教員採用試験模擬試験の３月開催が例年土曜日だったが、参加者を増やす  

ために平日の３月 12 日(木)に実施した。（資料 5）結果、参加者が昨年度の 22 名か

ら 27 名に増加した。 

   

【基準領域３】 

≪取組≫・教職課程の質的向上のための FD 研修会，SD 研修会を実施する。 

・教員採用選考試験早期化に伴い，カリキュラムの検討について協議する。 

〇内容 

・令和 7 年度教職課程 FD 研修会を実施した。来年度のオリエンテーション期間中に使用

する「こども性暴力防止法」周知のための YouTube 動画を視聴するとともに、入学時や

実習前に提出させる「制度への同意書」や「性犯罪前科がないことの誓約書」の時期と

内容について確認した。（資料 6-1）また、「2025 年度教職課程運営に関する研究交流集

会」，「中国・四国地区私立大学教職課程研究連絡協議会 2024 年秋季研究協議会」に参



 

加した委員から報告があった。「教科に関する科目」についてもコアカリキュラムが設

定されること、急速な少子化の対応として教育研究の質の向上や高等教育の機会均が重

視されていくことが報告された。（資料 6-2） 

・カリキュラムについては，いくつかの科目について履修の時期を前倒しする検討を行っ

た。人文科学部の「生徒・進路指導論」を３年後期から３年前期へ移動することになっ

た。（資料 7） 

 

＜根拠となる資料・データ等＞  

・資料 1-1・2・3・4：第 2 回保育・教職課程委員会議事録 

・資料 2-1・2： 第 6 回保育・教職課程委員会議事録 

・資料 3：第 8 回保育・教職課程委員会議事録 

・資料 4-1・2：第 3・4 回保育・教職課程委員会議事録 

・資料 5：人文科学部教員採用試験模擬試験（３月実施）実施日別スケジュール 

・資料 6：教職課程自己点検・評価に係る FD 研修会記録  

・資料 7：2026 年度履修要覧 

 

 ５ 来年度（令和８年度）の課題  

自己点検評価内容 課  題 

【基準領域１】 

教職課程に関わる

教職員の共通理解

に基づく協働的な

取り組み 

〇「こども性暴力防止法」施行に伴う大学の対応（周知、説明の仕方

や同意書・誓約書の取り方など）のマニュアルを作成する。 

〇学部組織再編、二種免許取得の履修開始に伴い、教職員同士の共通

理解の場を設定する。 

例：・中等教育実習，介護等体験における担当者の協働と役割分担 

・保育職担当者間での実習やカリキュラムに関する理解 

  ・小学校・中学校担当者間での実習やカリキュラムに関する理解 

【基準領域２】  

学生の確保・育成・

キャリア支援 

〇二種免許状取得に必要な履修に係る様々な課題解決のための支援

体制を最適化する。 

〇保育者・教員採用試験対策支援のあり方についてキャリア担当者と

学科教員による情報共有の機会を設定する。 

例：個々の学生のキャリア指向や長所、効果的な対策支援のポイント 

【基準領域３】  

適切な教職課程カ

リキュラム 

〇教育職員免許法改正に関する情報収集に努めるとともに、効果的な

講義内容や指導法に関する FD 研修会，SD 研修会を実施する。  

〇教員採用選考試験早期化や教職課程に係る制度改正に対応し，カリ

キュラム改訂の検討を行う。 

 


